




















要約:今年度は,前年度に開始した父性の発達に関する縦断的研究を,生後 12 ケ月の時期ま

で継続して行なった。調査対象は前年度と同じ家庭で,生後1ケ月,4ケ月,6ケ月,8ケ月,10

ケ月,12ケ月の6回の時期に,質問紙によりその間の生活や父親としての意識や感情の変化

について調査を行なった。 

その結果,父親となってから 1年間の父親としての意識や感情の変化は著しいものがあり,

子どもへの愛情の深まりとともに,子どもを加えた新しい家庭づくりに向けての意欲がほ

とんどのケースに認められた。妻へのいたわりの感情や理解も深まり,協力的姿勢が多くの

ケースに見られた。 

また,これまで 3年間にわたって行なってきた研究をもとに,今後さかんに行なわれること

が期待される父親教育についての提言を行なった。その内容は,父親(父性)の存在,父子の

関わりの意義,夫婦関係の重要性,父性不在など父親をめぐる問題について父親たちに教え

ることの必要性とその根拠に関したものである。 


